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お茶の水女子大学
サイエンス＆エデュケーションセンター 湾岸教育研究センター

理科教員支援事業

１）自由研究推進を目指した指導支援システム小・中学校現職教員の理科自由研究や
その指導を支援するため、「理科自由研究データベース」を開発・公開します。その指導を支援するため、 理科自由研究デ タ ス」を開発 公開します。

（２）理系社会人の、小・中学校理科教育現場への派遣システム構築と実施

主婦や企業人が小学校・中学校の教員と緊密に連携して理科教育を改善できるように、
社会人の再教育、養成した人材の理科教育現場への派遣斡旋、派遣効果測定システ
ムの開発と実施を行います。

（３）ウニのポケット飼育法・教員研修

お茶の水女子大学湾岸生物教育研究センターにて、生きたウニ胚の発生過程を身近
に観察できるウニのポケット飼育法・教員研修を実施し、教育現場での実践を支援しま
す。理科のみならず生命を尊ぶ姿勢をも育てるカリキュラムを引き続き改良・実施し、よ
り多くの中学・高校にて成功実績を積み上げます。

○○を題材にした研究は、
もう誰かやっているかな？

○○を題材にした研究って、
どんな方法や工夫があるんだろう？

「自由研究検索システム」があれば
調べることができる！

•ある自由研究について、実施/公表の有無を調べることができる
•自由研究を進める際の参考/手本となる
•教員が指導する際のテキストとなる

お、まだ誰もやっていないようだ、
それなら

頑張って研究して発表するぞ！

へぇ、こんな研究の方法も
あるんだね。

参考にしよう！
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学年により異なる入り口学年により異なる入り口
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実際にご体験ください ～「星」で検索

実際にご体験ください ～「星」で検索
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小学校理科支援員の養成
背景

学級担任として理科を教える小学校教員のうち
「自身の理科の観察・実験についての知識・技能」を「やや低い」と感じている⇒ 58%
「理科の校内研修会・研究会を一年間に一度も行っていない」⇒67％
「理科の教材や指導法で困った時にサポートしてくれる場が学校外にない」⇒53%

（JST理科教育支援センタ 2008）（JST理科教育支援センター, 2008）．

理科支援員＝小学校5・6年生の理科で，「観察・実験などの実施の支援」，「観察・実験
などの準備や後片付け」，「観察・実験などの計画立案や教材開発の支援
2007年度から予算化、全国に配置。

理科支援員を利用した教員のうち
「理科支援員によって児童の理科への興味・関心が高まった」⇒ 96%
「自身の観察・実験の技術が向上した」⇒92%
「教材作成能力が高まった」⇒89%

（JST理科教育支援センター, 2009）

理科支援員養成カリキュラム

「ＩＴ教材授業

導入実践」
「学校リテラシー」

（９０分×３単元）

「理科実験II」

（９０分×１０単元）

理科準備室整備

安全管理Ⅱ （溶液の調製） 導 実践」

（９０分×３単元）

Ｅｘｃｅｌ

Ｗｏｒｄ

ＰｏｗｅｒＰｏｉｎｔ

児童心理

先生との連絡方法

（法規・理科支援員制度に
ついて）

指導案の読み方

水溶液・燃焼

振り子・てこ

電気

天体

地球

植物

季節と生き物季節と生き物

からだのつくり
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「学校リテラシー：学習指導案の読み方」

・準備物を列挙しましょう・準備物を列挙しましょう

・授業中の支援内容を予測しましょう

「理科実験II」
の様子
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湾岸センター1

ウニのポケット飼育・教員研修

発生実験の材料としての
ウニの特徴

・産卵数多く、採卵・受精が容易

ウニのポケット飼育

生徒が自分の容器で
ウ の幼生を稚ウ まで育てる

産卵数多く、採卵 受精が容易
・透明なため、内部まで観察い

・場所によっては（多くの学校では）
入手や飼育が困難

・幼生までしか観察できない
（ウニまで育てるのは非常に困難）

ウニの幼生を稚ウニまで育てる

→成体まで育てることで発生観察を完結

→責任感をもって生命の営みを見守る体験

平成２０年度 １６校 847 名（1,782 名受精実験のみも含め）
平成２１年度 １８校 1,793 名（2,104 名受精実験のみも含め）
平成２２年度 １６校 2,710 名
平成２３年度 募集中、１４校が申込済

実験と飼育法の研修
（訪問研修、宿泊研修、

電話・メールでの対応）

マニュアル配布、材料提供
飼育器具類の貸与

湾岸センター２

ウニのポケット飼育・教員研修

“ウニ”を使わない
簡単な受精実験

宅急便で卵と精子を送付

海産動物を使った実験をもっと広げるには？

問題点 材料提供の限界
→ １個が産む膨大な卵の有効活用！

宅急便で卵と精子を送付
冷蔵庫で１週間保存可能
事前準備は不要！もし

未受精卵を
保存し
提供できれば、、

１人に１００個の卵(日本の高校１年生１２０万人)
のためには

平成２１年度 12校 1,310 人

平成２２年度 38校 5,219 人
平成２３年度 募集中（１０校が申込済）

問題点 準備する先生の時間と労力
→ 経験・自信がなくても簡単に！

卵と精子を混ぜるだけ
ウニ成体の管理や採卵は不要

のためには
５０万の卵を産むウニなら、わずか２４０個でOK
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湾岸センター３

ウニのポケット飼育・教員研修

この事業の成果
・ポケット飼育法の有効性の検証
・卵と精子で送付する方法の可能性の検証
・実験支援・材料提供の全国展開の実証

ポケット飼育（16校 2,710名）

卵・精子送付 (38校 5,219名)

今後の課題
・特別な支援が無くても可能なコストへ
・卵の保存方法の改善（安定性、長期化）
・支援体制の拡大（臨海実験所等の連携）

ポケット飼育・簡単受精実験の支援先（平成２２年度）
Tateyama ML


